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一
年 

原
稿
用
紙
の
使
い
方
・
文
章
の
推
敲 
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元 

氏 名 

年 
 
 
 

組 
 
 
 

番 

 

    

         

      

原
稿
用
紙
の
使
い
方 

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ー
ト
① 

学
ぶ 

 

原
稿
用
紙
の
正
し
い
使
い
方
に

し
た
が
っ
て
、
文
字
を
て
い
ね
い

に
、
は
っ
き
り
と
書
い
て
、
見
た

目
の
美
し
さ
、
読
み
や
す
さ
を
心

が
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

「
推
敲
」
と
は
、
書
い
た
文
章
を
練
り
直

す
こ
と
で
す
。
推
敲
の
ポ
イ
ン
ト
を
参
考

に
、
伝
え
た
い
こ
と
が
十
分
に
書
き
表
さ

れ
て
い
る
か
、
読
み
手
に
伝
わ
る
表
現
に

な
っ
て
い
る
か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。 

① 

題
名
は
、
一
行
目
に
、
上
か
ら
三
字
程
度
空
け
て
書
く
。 

② 

氏
名
は
、
題
名
の
次
の
行
に
、
下
が
一
字
空
く
よ
う
に
書
く
。 

③ 

文
字
は
原
則
と
し
て
一
マ
ス
に
一
字
ず
つ
書
く
。「
っ
」「
ゃ
」
な

ど
の
小
さ
い
字
や
句
読
点
、「
？
」「
！
」
な
ど
の
符
号
も
同
じ
。 

④ 

句
点
（ 

。 

）
と
か
ぎ
か
っ
こ
（ 

」 

）
が
続
く
と
き
は
二
つ 

を
一
マ
ス
に
書
く
。 

⑤ 

文
章
の
書
き
出
し
や
段
落
の
初
め
は
、
一
字
下
げ
る
。 

⑥ 

会
話
文
は
、
原
則
と
し
て
行
を
変
え
、「 

」
で
囲
ん
で
書
く
。 

⑦ 

句
読
点
や
会
話
を
閉
じ
る
か
ぎ
（ 

」 

）
が
行
頭
に
く
る
場
合 

は
、
前
の
行
の
最
後
の
マ
ス
に
文
字
と
い
っ
し
ょ
に
入
れ
る
。
ま
た 

は
、
欄
外
に
書
く
。 

⑧ 

ダ
ッ
シ
ュ
（
―
―
）
や
点
線
（
…
…
）
は
ふ
つ
う
二
マ
ス
使
う
。 

文
章
の
推
敲
の
ポ
イ
ン
ト 

○ 

一
つ
の
段
落
に
一
つ
の
要
点
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
か
。 

○ 

文
と
文
、
段
落
と
段
落
の
つ
な
が
り
は
適
切
か
。 

○ 

全
体
の
構
成
は
わ
か
り
や
す
い
か
。 

○ 

文
や
段
落
の
長
さ
は
適
切
か
（
長
す
ぎ
な
い
か
）。 

○ 

文
体
（
常
体
「
だ
・
で
あ
る
」
調
・
敬
体
「
で
す
・
ま
す
」
調
）
は
統
一
さ
れ
て
い
る
か
。 

○ 

主
語
と
述
語
の
対
応
な
ど
、
文
法
的
な
間
違
い
は
な
い
か
。 

○ 

漢
字
や
仮
名
遣
い
、
送
り
仮
名
の
誤
り
は
な
い
か
。 

○ 

句
読
点
な
ど
の
符
号
の
使
い
方
は
適
切
か
。 
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